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問 題 文 
（選択科目） 

～12-1 畜産～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-2 農芸化学～ 





選択科目 農芸化学            

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      １枚中 

技術部門 農業部門 

専門とする事項 食品化学 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－１－３ 

Ⅱ － １ － ３  

 食 品 の 機 能 は 、 大 き く ３ つ に 分 類 さ れ る 。  

（ １ ）  第 一 次 機 能 ： 栄 養 機 能  

  生 存 す る た め に 必 要 な エ ネ ル ギ ー や 、 生 体 構 成 の

た め に 必 要 な 成 分 の こ と 。 糖 質 、 タ ン パ ク 質 、 脂 質

が 挙 げ ら れ る 。  

（ ２ ）  第 二 次 機 能 ： 感 覚 機 能  

  人 間 の 味 覚 、 嗅 覚 、 触 覚 、 視 覚 、 聴 覚 に 影 響 を 及

ぼ す 食 品 の 成 分 の こ と 。 食 品 を 摂 取 す る 上 で 、 嗜 好

を 左 右 す る 要 因 と な る 。  

（ ３ ）  第 三 次 機 能 ： 生 体 調 節 機 能  

  ヒ ト の 生 体 調 節 、 病 気 の 予 防 な ど 生 体 を 調 節 す る

機 能 、 い わ ゆ る 「 機 能 性 」 と い わ れ る も の 。  

  例 え ば 、 茶 に 含 ま れ る カ テ キ ン は 体 脂 肪 を 減 少 さ

せ る 効 果 が あ り 、 同 じ く 茶 に 含 ま れ る メ チ ル 化 カ テ

キ ン は 、 花 粉 症 に お け る 目 や 鼻 の 症 状 に 改 善 効 果 が

あ る と さ れ て い る 。  
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選択科目 農芸化学            

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門 農業部門 

専門とする事項 食品化学 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－１－４ 

Ⅱ － １ － ４  

（ １ ）  単 発 酵 酒 ： 代 表 的 酒 名 ： ワ イ ン  

  ブ ド ウ や デ ン プ ン を 原 料 と し 、 酵 母 の ア ル コ ー ル

発 酵 の 作 用 で 作 ら れ る も の 。  

（ ２ ）  複 発 酵 酒 ： 代 表 的 酒 名 ： ビ ー ル  

  糖 化 と ア ル コ ー ル 発 酵 の 両 方 の 過 程 を 経 て 製 造 さ

れ る が 、 糖 化 と ア ル コ ー ル 類 の 過 程 は 、 別 々 に 行 わ

れ る も の 。  

（ ３ ）  蒸 留 酒  代 表 的 酒 名 ： ブ ラ ン デ ー 、 焼 酎  

  醸 造 に よ っ て 製 造 さ れ た 原 料 を 加 熱 し 分 留 し て ア

ル コ ー ル や 原 料 の 風 味 を 高 め た も の 。  

（ ４ ）  清 酒 の 製 造 方 法  

日 本 酒 は 、 並 行 複 発 酵 と 言 わ れ る 製 法 で 製 造 さ れ

る 。 ２ 点 特 徴 が あ り 、 １ 点 目 は 同 じ 容 器 の 中 で デ ン

プ ン か ら 糖 へ の 糖 化 、 糖 か ら ア ル コ ー ル へ の ア ル コ

ー ル 発 酵 が 同 時 に 行 わ れ る 点 で あ る 。 原 料 米 の デ ン

プ ン を 、 ア ス ペ ル ギ ル ス ・ オ リ ゼ － の ア ミ ラ ー ゼ で

ブ ド ウ 糖 に 変 え 、 そ の ブ ド ウ 糖 を 同 時 に 存 在 す る サ

ッ カ ロ マ イ セ ス 属 酵 母 の ア ル コ ー ル 発 酵 作 用 で ア ル

コ ー ル に す る 。 ２ 点 目 は 、 ア ル コ ー ル の 原 料 で あ る

糖 の 供 給 を 、 順 次 行 う こ と が で き る 点 で あ る 。 基 質

で あ る 糖 が 限 ら れ て い る の で 、 ア ル コ ー ル 濃 度 が 急

激 に 上 昇 す る こ と が な く 、 自 身 が 産 生 し た ア ル コ ー

ル で 酵 母 が 死 ぬ こ と が な い 。 結 果 と し て 醸 造 酒 と し

て は 高 い ア ル コ ー ル 度 数 を 得 る こ と が で き る 。  
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選択科目 農芸化学           

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門 農業部門 

専門とする事項 食品化学 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－２－２ 

Ⅱ － ２ － ２  

（ １ ）  脂 質 過 酸 化 の 反 応 メ カ ニ ズ ム に つ い て  

 脂 質 中 の 不 飽 和 脂 肪 酸 が 空 気 中 の 酸 素 と 反 応 し て 過

酸 化 脂 質 を 生 成 す る 。 こ の 反 応 は 連 鎖 的 に 起 こ り 、 基

質 濃 度 の 低 下 に よ り 反 応 が 停 止 す る ま で 継 続 す る 。 こ

の 反 応 に は 、 種 々 の 促 進 要 因 が あ る 。 代 表 的 な も の を

以 下 に 挙 げ る  

① 酸 素  

 空 気 中 の 酸 素 濃 度 で も 、 十 分 に 過 酸 化 反 応 は 進

行 す る 。 表 面 積 の 大 小 も そ の 反 応 程 度 に 関 係 す る  

② 温 度  

 高 温 に な る ほ ど 、 過 酸 化 反 応 は 促 進 さ れ る  

③ 水 分  

 食 品 の 含 水 率 で も 過 酸 化 反 応 の 速 度 は 変 わ る 。

食 品 表 面 に 単 分 子 層 の あ る も の は 、 空 気 中 の 酸 素

と 反 応 し に く い も の が あ る 。  

④ 金 属 イ オ ン  

金 属 イ オ ン の 存 在 は 、 過 酸 化 反 応 を 加 速 度 的 に 促

進 す る 。 特 に 鉄 や 銅 イ オ ン 。  

⑤ 光 線  

太 陽 光 に 含 ま れ る 紫 外 線 は 、 過 酸 化 反 応 を 促 進 さ

せ る 。  

（ ２ ）  過 酸 化 に よ る 食 品 へ の デ メ リ ッ ト  

 食 品 中 に 過 酸 化 物 が 蓄 積 す る こ と に よ っ て 香 味 の 低

下 や 色 調 の 変 化 が 起 こ り 、 食 品 と し て の 価 値 が 低 下 す



選択科目 農芸化学           

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門 農業部門 

専門とする事項 食品化学 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－２－２ 

る 。 ま た 、 過 剰 に 蓄 積 し た 過 酸 化 物 は 食 中 毒 の 原 因 に

も な り 、 人 体 に 危 害 を 及 ぼ す 原 因 と も な る 。  

（ ３ ）  酸 化 分 解 の 防 止 策 と そ の 留 意 点  

 上 記 の （ １ ） で 挙 げ た 反 応 促 進 の 要 因 を 除 去 す る こ

と が 大 切 で あ る 。 各 要 因 に つ い て 防 止 策 を 述 べ る 。  

① 酸 素 の 除 去 ・ 遮 断  

 空 気 中 の 酸 素 濃 度 で も 過 酸 化 反 応 は 進 行 す る の

で 、 空 気 と 脂 質 の 接 触 を 防 ぐ こ と が 重 要 で あ る 。

密 閉 容 器 で の 収 納 や 、 窒 素 ガ ス 置 換 等 の 方 法 が あ

る 。 一 度 開 栓 し た も の は 、 容 器 内 に 空 気 が 入 り 込

む た め 早 く 使 い 切 る よ う に 留 意 す る 。  

② 温 度 の 管 理  

 保 存 温 度 を な る べ く 低 温 に す る こ と が 重 要 で あ

る 。 食 品 加 工 に 使 用 す る 場 合 に は 、 調 理 開 始 前 、

終 了 後 の 温 度 を 計 測 し 、 品 質 の 管 理 に 努 め る 。  

③ 水 分 の 除 去  

 食 品 に 応 じ た 適 切 な 水 分 量 に 保 つ よ う に 品 質 管 理 を

行 う  

④ 金 属 イ オ ン の 除 去  

 油 脂 と 金 属 が 接 触 し な い よ う 、 保 存 容 器 の 材 質 に 留

意 す る  

⑤ 光 線 の 除 去  

 保 存 す る 場 合 に は 、 油 脂 に 光 線 が 当 た ら な い よ う に

す る こ と が 重 要 で あ る 。 そ の 際 に は 容 器 に 遮 光 資 材 を

使 用 し 、 冷 暗 所 に 保 存 す る よ う に 留 意 す る 。  



 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 





Ⅲ－２ 
食品ロスの要因として、特に大きいと考えられる要因を食品の流通段階に沿って、以下の

ように３点挙げる。 
（１）生産面でのロス 
  余剰生産や、規格外の農産物は、ほ場段階で廃棄され、食品ロスの大きな原因になっ

ている。 
（２）流通段階でのロス 
  食品が流通する際には、消費・賞味期限の期限表示が行われる。特に長期保存の可能

な加工食品では、流通業界の中で「１/3 ルール」という期限ルールがあり、消費期限の

残り１/３となった時点で、廃棄もしくは製造業者に返品されてしまい、これも食品ロス

の大きな原因となっている。 
（３）消費段階でのロス 
  主に加工食品の場合であるが、小売り段階で消費期限を過ぎたものは品質に関わらず

廃棄の対象となる。また、材料の買いすぎ、作りすぎ、家庭や外食での食べ残し等消費

者自身が食品ロスの原因となっている。 
 
（２）食品ロスを削減する方策とその効果について 
  上記で挙げた要因のうち、流通段階でのロスが非常に大きいと考えるため、流通段階

での技術的な方策を以下に述べる。 
１）包材や添加物の開発について 

  流通段階での食品ロスは、生鮮・加工食品に多いと考えるが、その消費期限を延長で

きるような包装資材、食品添加物の開発が必要であると考える。包材では、遮光やガス

バリア性の高いものが、食品添加物については、ヒトの安全が確認でき、消費者の不安

を生じさせないようなものを早急に開発する必要があると考える。 
２）期限表示やルールの改正について 
これまでも、食品の期限表示には検討が重ねられてきたが、消費・賞味などの表示が

理解しにくいため、消費者に理解しやすい表示方法のさらなる検討が必要であると考え

る。また、流通の独自ルールについては、食品ロスについての食品業界の理解が進むよ

うに、日本の農業や食を取り巻く環境についての理解が進むような方策と取ることが必

要であると考える。 
３）冷凍技術の活用 

  特に消費期限の短い総菜等の加工食品は、大量ロスの原因でもある。冷凍保存をする

ことで劣化を防ぎ、消費期限を延長させることが必要であると考える。 
 
（３）上記の方策を実施することによるリスクと問題点 
  １）包装資材や食品添加物の開発について 



  消費者の食に対する意識や、安心安全志向が高まっている昨今、特に食品添加物につ

いての消費者の理解の促進や疑問の解消には至っていない点もあるため、リスクマネー

ジメントを含めて、消費者への理解を進めて行く必要がある。 
 ２）期限表示や業界のルール改正について 
  これまでも、分かりやすい表示の検討はなされており、現行の表示からの変更は社会

的にも消費者の立場からも混乱が生じるリスクが予想される。また、業界独自のルール

については、法規制のできないルールであるため、撤廃や改善に対する反発も予想され

る。 
３）冷凍技術の活用について 
冷凍技術の利用によって賞味期限の延長は図れるが、対象食品の特性に応じた冷凍機

器の開発や、冷凍した食品を保存するスペースの確保、冷凍食品のコールドチェーンの

構築も必要となってくるため、それらの開発コストがかかる。また、冷凍状態を保持す

ること、解凍することによる電力使用量の増加も見込まれることから、省エネを踏まえ

た技術開発が必要である。 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-3 農業土木～ 





選択科目   農業土木      科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目   1 枚中 

技術部門   農  業      部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H27Ⅱ-1-2 (ほ場整備) 

1 . ほ 場 整 備 の 目 的 と 効 果  

 ( 1 ) 目 的  

 ほ 場 の 形 質 変 更 や そ の 他 ほ 場 条 件 を 一 体 的 に 整 備 す

る こ と に よ り 、 農 業 生 産 性 の 向 上 や 農 業 構 造 の 改 善 を

図 る こ と を 目 的 と す る 。  

 ( 2 ) 効 果  

 ① 労 働 生 産 性 の 向 上 、 ② 農 地 の 集 団 化 、 ③ 農 地 の 利

用 集 積 と 耕 作 放 棄 地 発 生 防 止 、 ④ 土 地 利 用 の 秩 序 化 、

⑤ 非 農 用 地 創 出 に よ る 地 域 の 活 性 化 、 ⑥ 水 源 か ん 養 、

洪 水 防 止 機 能 な ど が あ る 。  

2 . ほ 場 整 備 の 技 術 的 留 意 点  

 ( 1 ) 平 坦 地  

 区 画 形 状 は 、 農 業 機 械 の 効 率 化 が 図 れ る 長 方 形 を 基

本 と し 計 画 を 行 う 。  

 区 画 の 大 き さ は 3 0 a を 標 準 区 画 と し て 計 画 を 行 い 、

地 域 内 に 大 規 模 農 家 が 存 在 す る 場 合 は 1 h a 程 度 の 大 区

画 化 も 視 野 に 入 れ て 計 画 を 行 う 。  

 ( 2 ) 傾 斜 地  

 区 画 形 状 は 等 高 線 に 合 わ せ 変 形 さ せ た 、 等 高 線 区 画

整 理 方 式 に よ り 計 画 を 行 う 。  

 つ ぶ れ 地 を 削 減 す る た め 、 用 排 水 兼 用 水 路 の 検 討 を

行 い 農 地 面 積 の 確 保 を 行 う 。  

 畦 畔 法 面 が 高 く な る 傾 向 が あ る た め 、 維 持 管 理 性 、

防 災 の 観 点 か ら 低 く 計 画 す る た め の ほ 場 配 置 に 留 意 す

る 必 要 が あ る 。              － 以 上 －  





H27 年度 Ⅱ－１－２ ほ場整備 

Q ほ場整備の目的と効果について説明するとともに、水田のほ場整備において区画

計画を行うに当たっての技術的留意点を、平坦地の場合と傾斜地の場合について説明

せよ。 

A（１）ほ場整備は、分散し区画もいびつな農地や用水不足、排水不良、農道も狭く

曲がっている状況を、区画も広く使いやすい農地に整備するとともに、用排水路や

道路を総合的に整備を図るものである。また、換地の手法により、農地の集団化を

図り、集約して担い手農家の支援を行うものである。そして、非農用地を創設して

農業用施設用地の確保等も行う。 

（２）その効果は、大型農業機械の効率的な稼働が可能となるため、労働生産性の

向上が図れる。また、汎用化した農地で、麦・大豆・飼料作物等の戦略作物の導入に

より、作付面積の拡大、収量の増加、品質の向上等、土地生産性の向上に繋がる。

そして、非農用地の創設により将来農業施設等の設置ができ農業構造の改善が図れる。

（３）区画計画を行うに当たっての留意点として、 

 平坦地では、低コストな営農となるようできるだけ１ha 以上の大区画化を図る

ため、ほ場形態や栽培作物・栽培方法等の営農形態、用排水路方式等に十分留意する

こと。また、汎用化を図り、麦・大豆・飼料作物等の導入も可能となるよう配慮する

こと。 

 傾斜地では、等高線に沿って区画の長辺を配置するなど、地域の特性に合わせた、

弾力的な設計となるよう留意すること。 



選択科目   農業土木      科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目   1 枚中 

技術部門   農  業      部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H27Ⅱ-1-4 (中山間) 

1 . 中 山 間 地 域 振 興 に 当 た っ て の 必 要 な 対 策  

 ① 生 産 性 の 高 い 農 業 基 盤 整 備  

 ② 農 業 の 担 い 手 確 保  

 ③ 耕 作 放 棄 地 解 消 ・ 発 生 防 止  

 ④ 高 付 加 価 値 農 産 物 生 産 の た め の 畑 か ん 施 設 整 備  

 ⑤ 若 者 の 定 住 人 口 増 加  

 ⑥ 獣 害 発 生 防 止  

 ⑦ 農 業 の 持 つ 多 面 的 機 能 向 上  

 ⑧ グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム に よ る 交 流 人 口 の 増 加  

 ⑨ 農 業 集 落 排 水 整 備 に よ る 生 活 環 境 の 向 上  

 ⑩ 集 落 道 整 備 に よ る 他 地 域 と の ア ク セ ス 性 向 上  

2 . 農 業 生 産 基 盤 整 備 の 技 術 的 留 意 点  

 ほ 場 整 備 を 行 う 場 合 は 、 地 域 の 地 形 に 合 わ せ 区 画 形

状 を 変 形 さ せ た 等 高 線 区 画 整 理 方 式 に よ り 整 備 を 行 う 。

 ほ 場 の 再 整 備 を 行 う 場 合 は 、 道 路 抜 き 工 法 を 基 本 に

行 い 効 率 的 な 整 備 を 進 め る 必 要 が あ る 。  

 畦 畔 法 面 が 高 く な る と 維 持 管 理 上 、 災 害 発 生 の 観 点

か ら 好 ま し く 無 い た め 、 ほ 場 配 置 を 工 夫 し 計 画 を 行 う 。

3 . 生 活 基 盤 整 備 の 技 術 的 留 意 点  

 農 業 集 落 排 水 施 設 を 整 備 す る 場 合 は 、 小 規 模 分 散 型

処 理 方 式 に よ り 整 備 を 行 い 、 処 理 水 や 汚 で い を 地 域 内

の 農 地 へ 還 元 す る 計 画 と す る 。  

 集 落 道 を 整 備 す る 際 は 、 バ イ パ ス 的 な 性 格 を も つ 通

過 交 通 が 多 い 道 路 計 画 を 避 け 、 他 地 域 と の ア ク セ ス 性

を 重 視 し た 計 画 と す る 必 要 が あ る 。     － 以 上 －  





27 年度 Ⅱ－１－４ 中山間地域 

Q 高齢化、人口減少がいち早く進行し、農業集落機能の低下が懸念される中山間地域

の農業農村振興に当たって、必要な対策を列記するとともに、その基礎となる農業  

生産基盤・生活基盤の整備の技術的留意点を説明せよ。 

A （１）中山間地域は、傾斜地が多いなど農業生産の条件不利地域であるとともに、

生活環境基盤の整備も遅れているが、我が国の農業農村にとって重要な地域である。

そのため、活性化を図るためには、 

① 就業機会の増大…農業の６次産業化のための新規農作物の創出、ブランド化を図り

高付加価値農業を展開するための新規食材の開発、農商工連携による新商品の開発

の他、農業生産基盤の整備・生活環境の整備、農村都市交流のための活性化施設の

整備、耕作放棄地の解消・発生抑制、獣害対策等の対策 

② 定住の促進…①に加え、農業集落道、農業集落排水処理施設の整備、地域コミュ 

ニティ施設等の整備 

③多面的機能の維持・確保…生態系保全、農村環境保全、環境保全型農業等のため  

中山間地域等直接支払制度、多面的機能支払制度の活用等の対策が必要である。 

（２）技術的留意点としては、 

① 農業生産基盤の整備については、傾斜地では等高線に沿って区画の長辺を配置し 

長方形にこだわらない農地の整備など、地域の特性に合わせた設計とする。 

② 生活基盤の整備については、集落道は一般交通の流入を避けた路線配置とし、密集

した集落では、外周道路を計画する。また、集落排水処理施設では、小規模分散型を

基本とし、合併浄化槽など農業農村整備以外の事業とも幅広く連携を行い経済性を 

重視した設計とすることも大切である。 





 平成２７年度 Ⅱ－２－１ ため池 

Q 近年頻発している集中豪雨や東日本大震災でのため池の決壊による被害の発生

を踏まえ、施設の老朽化などの現状を把握し、被災の可能性や被災した場合の影響

を推定して改修の必要性を判定することが極めて重要になっている。 

 このような状況のもと、地域に点在する複数のため池の改修の必要性を判定する

担当になった。判定の検討を進めるに当たり以下の内容について記述せよ。 

（１）改修の必要性を判定するに当たり、技術的観点及び経済的・社会的観点から

調査するべき内容 

（２）このうち、技術的観点の調査結果からため池の改修の必要性を判断する際に

留意すべき内容 

（３）上記を踏まえ、地域に点在するため池の改修の優先順位を判定する手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

A ため池は、全国に約２１万ヶ所存在し、長い歴史の中で築造・維持管理されて

きているが、築造年代の古いため池は、耐震強度が不足しているものや、洪水吐の

規模が小さく洪水を安全に流下することができないものも多く、抜本的な対策を 

必要としているものの整備率は低い水準にある。また、近年、大規模地震・津波、

豪雨・洪水、地すべり等の自然災害が多発し、ため池をはじめ農地や人命・人家・

公共施設等に多大な被害を及ぼしている。ため池は、決壊すると、農地や農作物、

農村社会に大きな影響を与えることとなることから、緊急的に整備を実施する必要

がある。 

（１） 改修の必要性を判定するに当たり、調査すべき内容 

① ため池について、築造や補修等が補助事業等で実施されているかを調べ、  

その内容を把握する。 

② 補助事業等で実施されていないのであれば、現地でのため池について、堤体

の構造を測定し、どのタイプになっているのか解析、安全度等を確認する。 

③ 堤体について、キレツやカンボツ等の変状を調査する。 

④ 洪水吐の構造について、洪水の流下能力や、底樋の断面について、十分な  

能力があるか調査する。 

⑤ 堤体からの漏水や堤体と地山との接続部において地下水等の流出がないか 

調査する。 

⑥ ため池下流部の農地や集落、公共施設等、排水路や道路、営農形態等につい

て調査する。 

 



（２） ため池の改修の必要性を判断する際に留意すべき内容 

① 堤体の構造について、どのタイプになっているかを判断し、耐震性の安全度

を確認する。 

② 洪水吐について、１／２００確率の洪水流下の能力がなければ、改良を検討

する。 

③ 底樋の排水能力が不足していれば、断面拡大等の改修を検討する。 

④ 堤体からの漏水が 60 l／min／100m 以上であれば、グラウト等の対策を   

検討する。地山接続部からの漏水も必要な対策を検討する。 

（３） 地域に点在するため池の改修の優先順位を判定する手順 

① ため池毎に、リスク管理に基づくリスク評価を実施する。 

② リスク管理は、ため池被災における発生頻度、ため池被災の危険度、被害  

想定、被災を防ぐための整備水準・整備方法等を総合的に評価したリスク 

評価に基づくものとする。 

③ このリスク評価から、ため池毎の重要度を判定し、優先順位を付けて補強・

補修等の整備を実施していくものとする。 

④ ため池の改修は、匡・地方自治体の財政事情もあり、順次実施できないため、

大雨時の避難等のソフト対策と一体となって推進していくことや、ハザード

マップ等の提供、防災情報の伝達体制整備なども重要であると考えられる。 
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1

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目   2 枚中 

技術部門   農  業      部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H27Ⅱ-2-2 (用水計画) 

1 . か ん が い 用 水 の 変 動 要 因 と 必 要 な 調 査 事 項  

( 1 ) 農 業 水 利 施 設 の 老 朽 化 進 行  

 高 度 成 長 期 に 建 設 さ れ た 農 業 水 利 施 設 が 老 朽 化 し て

お り 、 適 正 な 機 能 が 維 持 で き て い な い 可 能 性 が あ る 。  

 こ の た め 建 設 時 の 図 面 な ど 収 集 調 査 を 行 い 機 能 回 復

を 図 る 必 要 が あ る 。  

 ( 2 ) 水 田 汎 用 化 の 進 展  

 水 田 汎 用 化 に よ り 用 水 が 必 要 な 場 所 、 時 期 、 用 水 量

が 変 化 し て い る 可 能 性 が あ る 。  

こ の た め 現 在 ・ 将 来 の 水 田 汎 用 化 の 状 況 を 調 査 し 用

水 計 画 に 反 映 さ せ る 必 要 が あ る 。  

 ( 3 ) 大 区 画 化 の 進 展  

 大 区 画 化 の 進 展 に よ り 、 大 規 模 担 い 手 の 育 成 が 進 み

水 稲 作 期 の 長 期 化 が 生 じ 、 必 要 な 用 水 量 確 保 が で き な

い 可 能 性 が あ る 。  

 地 域 の 大 区 画 化 の 可 能 性 や 、 農 家 の 将 来 の 営 農 計 画 、

担 い 手 の 育 成 状 況 な ど の 調 査 を 行 い 用 水 計 画 に 反 映 さ

せ る 必 要 が あ る 。  

 ( 4 ) 新 た な 営 農 技 術 の 進 展  

 新 規 需 要 米 や 水 稲 直 播 な ど の 営 農 技 術 の 進 展 が 進 み 、

必 要 用 水 量 が 変 化 す る 恐 れ が あ る 。  

 こ の た め 地 域 内 で の 新 た な 営 農 技 術 の 進 展 状 況 を 、

営 農 計 画 な ど に よ り 確 認 し 整 合 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 ( 5 ) 農 業 水 利 施 設 の 改 修 状 況  

 農 業 水 利 施 設 の 長 年 の 使 用 に よ り 、 改 修 が 進 め ら れ



選択科目   農業土木      科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目   2 枚中 

技術部門   農  業      部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H27Ⅱ-2-2 (用水計画) 

施 設 の 性 能 向 上 が 図 ら れ て い る 可 能 性 が あ る た め 、

施 設 の 改 修 状 況 を 調 査 す る 必 要 が あ る 。  

2 . 用 水 計 画 を 策 定 す る 手 順  

 ( 1 ) 基 礎 調 査  

 地 域 の 地 形 、 気 候 、 農 産 物 の 生 産 状 況 、 農 家 人 口 、

将 来 の 営 農 計 画 等 の デ ー タ 収 集 を 行 い 基 礎 調 査 と す る 。

( 2 ) 基 本 計 画  

 基 礎 調 査 を 基 に 施 設 の 改 修 ・ 更 新 ・ 用 水 の 再 配 分 な

ど の 事 業 メ ニ ュ ー を 選 択 し 基 本 計 画 を 作 成 す る 。  

( 3 ) 実 施 計 画  

 基 本 計 画 を 関 係 農 家 へ 提 示 し 意 見 聴 収 を 行 い 、 実 施

計 画 に 反 映 さ せ る 。  

3 . 用 水 計 画 策 定 の 際 の 技 術 的 留 意 事 項  

 大 区 画 化 の 進 展 で 水 稲 作 期 の 長 期 化 が 進 む 恐 れ が あ

る た め 、 水 利 権 者 と 調 整 を 行 っ た う え で ピ ー ク 水 量 を

削 減 し 作 期 後 半 に 水 量 を 確 保 す る こ と に 留 意 す る 。  

 水 田 汎 用 化 を 行 っ た 場 合 、 耕 区 ご と に 生 産 作 物 が 異

な る と 、 水 管 理 や 作 業 性 が 低 下 す る た め ブ ロ ッ ク ロ ー

テ シ ョ ン を 行 い 集 約 化 を 進 め る 必 要 が あ る 。  

 配 水 施 設 の 管 路 化 を 行 う 場 合 、 さ ら な る 水 管 理 の 省

力 化 を 図 る た め 、 自 動 給 水 栓 の 設 置 も 行 い 管 理 の 効 率

化 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 農 業 用 水 を 有 効 活 用 す る た め 、 排 水 路 の 用 水 を 堰 上

げ し 反 復 利 用 す る こ と や 、 ポ ン プ ア ッ プ を 行 い フ ァ ー

ム ポ ン ド に 一 時 貯 留 す る こ と に 留 意 す る 。  － 以 上 －  











選択科目   農業土木      科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目   3 枚中 

技術部門   農  業      部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H27Ⅲ-1 (農地整備) 

1 . 水 田 整 備 の た め の 課 題  

 生 産 コ ス ト を 削 減 す る た め の 、 水 田 整 備 に つ い て の

課 題 を 以 下 に 述 べ る 。  

( 1 ) 水 田 の 大 区 画 化 の 加 速 化  

 経 済 連 携 協 定 な ど の 進 展 に よ り 、 今 後 安 価 な 海 外 産

農 産 物 輸 入 の 増 加 が 進 む と 予 想 さ れ る 。  

 し か し 輸 入 農 産 物 に 比 べ 、 国 産 農 産 物 の 生 産 コ ス ト

が 高 い た め 、 大 区 画 化 を 加 速 化 す る こ と で 更 な る コ ス

ト 削 減 が 必 要 と 考 え る 。  

( 2 ) 多 様 な 農 産 物 生 産 農 地 の 確 保  

 我 が 国 の 食 料 自 給 率 は 3 9 ％ と 長 期 低 迷 し て お り 、

安 全 保 障 の 観 点 か ら も 自 給 率 の 向 上 が 必 要 と 考 え る 。  

 生 産 調 整 の た め の 水 田 を 有 効 活 用 し 多 様 な 農 産 物 生

産 農 地 を 確 保 し 、 農 業 機 械 の 稼 働 率 を 向 上 さ せ る こ と

で 生 産 コ ス ト 削 減 を 図 る こ と が で き る と 考 え る 。  

( 3 ) 農 業 の 担 い 手 確 保  

 我 が 国 は 少 子 高 齢 化 、 人 口 減 少 が 進 み 同 時 に 農 業 従

事 者 の 高 齢 化 、 減 少 も 急 速 に 進 ん で い る 。  

 こ の た め 、 大 規 模 担 い 手 を 育 成 す る こ と で 、 農 業 生

産 性 の 効 率 化 を 図 り コ ス ト 削 減 が 図 れ る と 考 え る 。  

( 4 ) 耕 作 放 棄 地 解 消 ・ 発 生 防 止  

 土 地 持 ち 非 農 家 の 増 加 な ど の 原 因 に よ り 、 耕 作 放 棄

地 が 発 生 し て い る 。  

 耕 作 放 棄 地 が 点 在 し て い る と 、 農 作 業 効 率 や 生 産 性

が 低 下 す る た め 解 消 の た め の 対 策 が 必 要 で あ る 。  



選択科目   農業土木      科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

 

答案使用枚数 枚目   3 枚中 

技術部門   農  業      部門 

専門とする事項  

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H27Ⅲ-1 (農地整備) 

2 . 解 決 す る た め の 技 術 的 提 案  

 水 田 整 備 の 課 題 の う ち 、 ( 1 ) 水 田 の 大 区 画 化 の 加 速

化 、 ( 2 ) 多 様 な 農 産 物 生 産 農 地 の 確 保 に つ い て の 技 術

的 提 案 を 下 記 に 示 す 。  

( 1 ) 効 率 的 な 大 区 画 化  

 区 画 整 理 済 み の 水 田 で 1 h a 以 上 の 大 区 画 化 が 図 ら れ

て い る も の は 、 全 体 の 1 割 程 度 で 大 型 農 業 機 械 使 用 に

よ る コ ス ト 削 減 が 図 れ な い 状 況 で あ る 。  

 こ の た め 今 後 効 率 的 に 大 区 画 化 を 進 め 、 更 な る コ ス

ト 縮 減 を 図 る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

 具 体 的 に は 、 ハ ー ド 対 策 と し て 畦 抜 き 工 法 に よ り 整

備 費 用 を 削 減 し 、 ソ フ ト 対 策 と し て 農 地 中 間 管 理 機 構

を 活 用 し 権 利 調 整 を 行 い 効 率 的 な 整 備 促 進 を 行 う 。  

( 2 ) 水 田 の 汎 用 化  

 多 様 な 農 産 物 生 産 の 中 で も 、 特 に 自 給 率 が 低 い 麦 ・

大 豆 の 生 産 農 地 確 保 が 必 要 と 考 え る 。  

 し か し 区 画 整 理 済 み の 既 存 水 田 の う ち 3 分 の １ は 排

水 が 良 好 で な い 状 況 で 、 麦 ・ 大 豆 生 産 に 適 さ な い 農 地

で あ る 。  

そ こ で 排 水 性 を 向 上 さ せ る た め の 水 田 の 汎 用 化 を 行

い 麦 ・ 大 豆 生 産 に 適 し た 基 盤 整 備 を 行 う 必 要 が あ る ・  

 具 体 的 に は 、 暗 き ょ 排 水 施 設 整 備 を 行 い 水 田 の 排 水

性 の 向 上 を 図 る 。  

 さ ら に 必 要 で あ れ ば 、 小 排 水 路 の 整 備 を 合 わ せ て 行

う こ と で 、 さ ら な る 事 業 効 果 の 促 進 を 図 る 。  
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3 . 技 術 的 提 案 の 効 果 と 実 施 時 の 問 題 点  

 ( 1 ) 効 率 的 な 大 区 画 化 の 効 果  

 大 区 画 を 図 っ た こ と で 、 大 型 農 協 機 械 の 効 率 的 使 用

が で き コ ス ト 縮 減 を 図 る こ と が で き る 。  

 さ ら に 効 率 的 農 作 業 が 行 え る こ と で 、 担 い 手 を 確 保

し や す い 効 果 も あ る 。  

( 2 )  効 率 的 な 大 区 画 化 の 問 題 点  

 大 型 農 業 機 械 を 効 率 的 に 使 用 す る た め に は 、 ほ 場 周

辺 の 農 道 の 拡 幅 や 農 道 網 の 見 直 し を 合 わ せ て 行 な う 必

要 が あ る 。  

 大 区 画 化 に よ り 大 規 模 担 い 手 に 農 地 集 積 が 進 展 し た

際 、 農 作 業 の 重 複 を 避 け 水 稲 作 期 の 長 期 化 の 傾 向 が あ

る た め 、 用 水 計 画 と の 整 合 を 図 る 必 要 が あ る 。  

( 3 ) 水 田 の 汎 用 化 の 効 果  

 排 水 性 を 向 上 さ せ 水 田 の 汎 用 化 を 行 っ た こ と で 、

麦 ・ 大 豆 の 生 産 農 地 拡 大 が 行 え 、 食 料 自 給 率 の 向 上 を

図 る こ と が で き る 。  

 ま た 農 業 機 械 の 可 動 率 を 上 げ 、 効 率 的 な 機 械 使 用 を

行 う こ と で 、 同 時 に 生 産 コ ス ト 削 減 も 行 え る 。  

( 4 ) 水 田 の 汎 用 化 の 問 題 点  

 畑 地 か ら 水 田 へ 戻 す 還 元 田 の 場 合 、 1 ～ 3 年 は 浸 透

量 が 増 加 す る 傾 向 が あ る た め 用 水 計 画 と 整 合 を 図 る 必

要 が あ る 。  

 汎 用 化 の 際 は 排 水 性 だ け で な く 、 地 耐 力 向 上 も 図 り

農 作 業 性 の 向 上 に も 留 意 す る 必 要 が あ る 。  － 以 上 －  







   平成２７年度 Ⅲ－１  水田整備 

Q 水田の整備は、農業機械による農作業効率の向上を可能とし、労働生産性の向上

に大きく貢献してきた。平成２４年度における水田の整備状況は、30a 程度以上の  

区画に整備済みのものは水田面積全体の６割を占めており、ほ場の大区画化も進めら

れているが、１ha程度以上の区画に整備されたものは全体の１割にとどまっている。

また、30a 程度以上の区画に整備済みの水田の３分の２では排水が良好であるが、  

残りの３分の１は排水が良好でない状態にある。 

 他方、農業を巡っては農業従事者の減少や高齢化、農業の国際化等が進行しており、

今後農業の競争力を強化し持続可能なものとするために、生産コストの一層の削減を

図ることが求められている。 

 このような状況を踏まえ、以下の問いに答えよ。 

（１）生産コストの一層の削減を図るに当たって、水田を整備していく上での課題を

多様な観点から述べよ。 

（２）以上の課題に対して、あなたが重要と考える技術的課題を２つ以上挙げ、それ

を解決するための技術的提案を示せ。 

（３）あなたの技術的提案がもたらす効果を具体的に示すとともに、実施する際の 

問題点について述べよ。 

 
 
 
 
 
 
 



A（１）水田を整備していく上での課題 

① ほ場整備をさらに進め、高生産性農業の展開 

 まだ未整備な状態で残っている約４割の水田を、分散錯圃からできるだけ１ha  

以上の大区画化への整備を進めることにより、一層の生産性の向上を図る。 

② ほ場整備に合わせて、土層改良や排水路整備等による農地の汎用化 

 ほ場整備に合わせて、農地の汎用化を図るための土層改良や暗渠排水の設置により

田畑輪換耕地に改良する。 

③ 耕作放棄地の発生抑制と解消 

 転作等の政策により、排水不良地等が管理保田から遊休農地化している状況にある。

また、相続で引き継いだ農地を耕作しない「土地持ち非農家」が多数みられ、これら

の農地は優良農地であったものがかなりあることから解消を図っていく。 

④ ほ場整備に合わせて、地下かんがいや開水路方式の用水路をパイプライン方式の

水路に整備 

 大規模土地利用型農家の低コスト生産を目指し、栽培方法の変更や用水管理の省力

化を図る。 

⑤ ほ場整備に合わせ、大規模土地利用型経営体が利用できる農業用施設用地の土地

を創出 

 換地の手法により、マシンセンターや加工・集出荷施設等の農業用施設用地を創出

し、農業農村整備事業以外の事業により、それらの施設を将来的に建設し、農業構造

の改善を図っていく。 

 



（２）重要と考える課題は、次の２つと考えている。 

１）大区画化ほ場整備等により低コスト生産を実現し、農地を集積・集約化して    

担い手の経営安定を図る。 

２）ほ場整備に合わせて、土層改良や排水路整備、暗渠排水の設置により、田畑輪換

可能な汎用化農地への変換を図る。 

１）を解決するための技術的提案としては、 

① 大規模経営体が大型機械の効率的な稼働を実現するためには、できるだけ１ha

以上の大区画化を図ることが重要である。 

② そして、大区画農地での地下かんがいや用水路のパイプライン化等、省力化  

した用水管理により、一層の低コスト化を図る。 

③ 耕作放棄地をほ場整備に取り込み、大区画化とともに担い手に集積・集約化を  

図る。 

④ 担い手等による乾田直播栽培農業等の省力化営農方式の導入を図る。 

２）を解決するための技術的提案としては、 

① 農地の汎用化等により、麦・大豆・飼料作物等戦略作物の導入を図るため、 

排水路の整備や暗渠排水の設置等、地下水位を制御するシステムを整備する。 

② 排水路等の設置に当たっては、ほ場の標高、排水路の標高や排水路末端の敷高に

十分留意し、排水施設等の機能が発揮できるようにすることが重要であると考慮

される。 

 
 
 



（３）技術的提案がもたらす効果と実施する際の問題点 

１）大区画化等による低コスト生産と担い手への集積についての効果は、 

① 大規模土地利用型農家等が大型機械を効率的に稼働させることにより、労働    

時間の短縮が図られ、農家の所得向上に寄与する。 

② 担い手農家等への農地の集積により、農作業、通作等の効率化が図られ、農業   

生産の自由度が増すとともに、農業経営の安定に繋がる。実施する際の問題点と

しては、地形や担い手の営農形態等により大区画化が十分実現できないことも  

ある場合や関係者の新たな投資に対する不安や負担金支払い問題等である。 

２）田畑輪換可能な汎用化農地への変換の効果は、 

① 麦・大豆・飼料作物等の導入が図られ、収量の増大や作付面積の拡大、品質の    

向上により、農業収益が増加する。 

② １年２作や２年３作の作付けが実現でき、耕地利用率の向上や食料自給率の   

向上に寄与する。 

③ 多様な作物の導入により、農業の６次産業化や野菜・花卉等高付加価値型作物  

のブランド化などが展開できる。問題点としては、下流部に隣接する農地等が   

未整備なため、当該排水路の機能が十分発揮できずに、地下水位が下げられない

場合がある。計画当初から下流部集落に事業計画内容等を説明するとともに、   

日常のていねいな付き合いも重要である。 
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